
0で日

村碁の
j止ら探る
にす訪言一松や

ヒゝ旦残■権に＿阻

にた
ゆ　0

か今
り後

場地
名大＿す＿醗弄

江
戸
時
代
に
集
団
移
住
の
歴
史

旧
「
稗
之
底
村
」
を
探
訪

ふ
る
さ
と

昔
研
究
会

昔
の
暮
ら
し
思
い
は
せ

富
董
見

富
士
見
町
瀬
沢

新
田
の
文
化
財
を

保
存
、
継
承
す
る
住
民
組
織
「
ふ

る
さ
と
昔
研
究
会
」
（
雨
宮
一
明
会

長
）
は
1
5
日
、
江
戸
時
代
に
住
民

が
集
団
移
住
し
た
歴
史
が
あ
る
旧

「
稗
之
底
村
」
を
探
訪
し
た
。
会

員
ら
1
0
人
が
参
加
。
村
か
ら
は
瀬

沢
新
田
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
史

実
も
残
り
、
参
加
者
は
村
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
場
所
を
散
策
し
、
昔

の
人
の
暮
ら
し
に
患
い
を
は
せ

た。
旧
稗
之
底
村
は
現
在
の
同
町
乙

事
、
立
沢
、
瀬
沢
新
田
に
ま
た
が

る
区
域
。
町
教
育
委
員
会
に
よ

る
と
、
か
つ
て
村
は
「
境
方
十
八

ケ
村
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
。

古
文
書
に
は
移
住
の
理
由
と
し

て
、
冬
の
寒
さ
や
農
作
物
の
収
量

不
足
（
不
作
）
、
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ

の
出
没
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

稗
之
底
の
住
民
は
、
乙
事

沢
、
瀬
沢
新
田
に
移
住
。
橋

や
北
原
姓
の
他
、
五
味
姓
の

は
稗
之
底
が
起
源
と
さ
れ

伝
え
も
あ
る
。
こ
の

は
現
在
、
瀬
沢
新
田

松
姓
の
会
員
も
参
加

ほ
こ
ら

さ
れ
た
石
の
詞
に
「
植
松
」
の

字
を
発
見
し
「
先
祖
が
住
ん
で

た
か
も
し
れ
な
い
場
所
で
、
感
慨

深
い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

ふ
る
さ
と
昔
研
究
会
は
昨
年
1
2

月
、
「
時
代
の
変

遷
の
中
で
、
途
切

れ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
地
区
の

歴
史
を
再
認
識

し
、
後
世
へ
伝
え

よ
う
」
と
発
足
し

もの

や
歴
史
を
研
究

る
。
事
務
局
で

理
神
社
宮
司
の

取
入
利
さ
ん
は

「
歴
史
に
関
心
が

あ
る
地
元
の
方
に

入
会
し
て
い
た
だ

旧
稗
之
底
村
の
村
址
を
訪
れ
た
参
加
者

旧
稗
之
底
村
を
探
訪
し
た
参
加
者

き
、
活
動
の
幅

広
げ
た
い
」
と

待
し
た
。


